
KOMA KOMA × 日文　はじめました。

コマドリアニメ製作アプリの金字塔「KOMA KOMA」。

開発者の布山タルト教授（東京藝術大学）と日文がタッグを組み，

ブラウザですぐに使える「KOMA KOMA ×日文」を開発しました。

インストール不要でいつでも使える「KOMA KOMA ×日文」は以下からアクセスしてください。
※使用には別途通信料がかかる場合がありますので wi-fi 経由でアクセスすることをお勧めします。

インストール不要

すぐに使える

こんなときに
 一人一台端末を活用したい
 手軽にアニメーションに表す授業に取り組みたい
 �端末にアプリをインストールできない
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本資料は、一般社団法人教科書協会
「教科書発行者行動規範」に則り、
配布を許可されているものです。

令和２年（2020 年）度版 小学校図画工
作科内容解説資料として扱われます。

※本冊子掲載 QR コードのリンク先コンテンツ
は予告なく変更または削除する場合があります。
※ QR コードは、株式会社デンソーウェーブの
登録商標です。
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図画工作をもっとすてきな授業にしたい‼

日文は 70 年にわたり図画工作の教科書をつくってきました。

我々が大切にしてきたことはいつも同じです。

子どもたち一人ひとりがいきいきと資質・能力を発揮し、

友だちと、 互いに認め合いながら学んでほしいという願い。

先生方がよりよい授業をするためのお手伝いがしたいという思い。

教科書や教師用指導書に、 こうした願いや思いを込めています。

そして、「 もっと教科書を活用したい」「 指導書をどう使えばいいのか知りたい」

といった先生方の声におこたえするためにできたのが、 この冊子です。

この冊子をご覧になって、 少しでも気になるところがあれば

ぜひもう一度教科書を開いてみてください。 指導書の箱を開けてみてください。

我々の、 子どもたちと先生方への思いが伝われば幸いです。
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①題材名を板書する 主
題材名を板書し，児童の興味を引き出します。

②リード文を読む 主  深
提案の言葉を投げかけ，児童が活動への意欲を高めた
り，想像を広げたりできるようにします。

例：演示する
活動の方法を試して見せ，どんなことができそうか問
いかけたり，材料や仕組みを見せ，何に見えるか問い
かけたりするなど，発想を広げられるようにします。

例：教科書の参考作品を見て話し合わせる
教科書の作品を見ながら，発想していることや工夫し
ていることについて話し合わせ，自分の表したいこと
について考えられるようにします。

例：教科書デジタルコンテンツを見せる
教科書デジタルコンテンツの動画を見せ，発想を広げ
られるようにします。
指導書：デジタル教材の導入動画を見せる

例：児童の発言を板書する
児童が想像したことや思い付いたことを板書し，学級全
体で共有することで，発想を広げられるようにします。
指導書：ワークシートを使って想像を広げる

③めあてを板書する 主
「学習のめあて」を板書したり，掲示したりし，児童
が学習の見通しをもって主体的に学習に取り組むこと
ができるようにします。

例：本時のめあてを板書する
リード文や「学習のめあて」から一部を抜き出して，
本時のめあてを別に立てることもできます。
指導書：朱書編や指導解説編に示しためあてを板書する

④用具について確認する
例：「使ってみよう 材料と用具」のページを使う
リンクに示されたページを開き，安全で適切な用具の
使い方を指導します。
指導書：大判掲示資料を黒板に貼る

指導書：デジタル教材の材料・用具使い方動画を見せる

例：「つくり方」を確認する
基本となるつくり方や工作の仕組みなどを伝えます。
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教科書の基本的な使い方
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主体的・対話的で深い学びの実現のためには , ①学
習を見通す／振り返ることで学びを自覚する場面 
②対話によって考えを広げる場面 ③児童が考える／
教師が教える場面などを , 題材の中でどのように設
定するか考えることが大切です。この教科書は , そ
のサポートをします。

⑤めあての観点で机間指導をする 
評価の観点から，児童のつぶやきや活動を肯定的に受け止めたり，支援したりします。
例：デジタルカメラなどで活動の記録をする
写真は，学級全体で共有し，児童が発想や工夫の手がかりを得られるようにしたり，振り返
りの時間に使ったり，評価の参考にしたり，校内展覧会に展示したりできます。

⑥キャラクターのせりふを投げかける 深
形や色などを捉えるヒントや，児童の発見を認める言葉など，

「造形的な見方・考え方」に基づくキャラクター「ちろたん」
のせりふを投げかけることで，深い学びに導きます。

⑦教科書の活動写真や作品を紹介する 対
教科書の作品の工夫を紹介したり，前時の児童の活動を紹介
したりし，新たな発想や構想，技能の手がかりを得られるよ
うにします。また，友人と活動を見合っている写真を取り上
げ，活動中の鑑賞や対話的な学びを促します。
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⑧振り返りの時間をもつ 主  深
例：学習のめあてを振り返る
板書した学習のめあてに照らし合わせて，観点ごとに
活動を振り返らせます。

例：「活動の後で」で振り返る 
「活動の後で」を参考に，活動を通して気付いたこと
や感じたことを問いかけ，振り返らせます。
指導書：今日の振り返りシート，作品カードを使う

学習指導要領解説 図画工作第4章 指導計画の作成と内容の取扱い1（1）参考

主 体的・ 対 話的で 深 い学びの
ポイントは ,
場面設定を意識した授業設計

 展 開

 振り返り
板書
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日文の教科書は「 導入」「 展開」「 振り返り」 いつでも授業で使えます。
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教科書1・2上 p.12-13｜2〜4時間

きをつけよう

かたづけ

導入のポイント題材の目標

評価規準例
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はさみの使い方について，入学前の経験を聞いて実態を
把握した上で，基本的な使い方を確認し，安全に扱える
ようにする。

余った色紙や，つくった飾りなどは，ほかの題材で再利
用することができる。箱を用意するなどして，使えそう
なものはとっておくよう児童に伝える。

切って開いたときに偶然生まれる形の面白さに児童が
気付くことが大切である。導入では，実際に教師が紙
を切って見せながら，「どんな形になると思う？」な
どと問いかけて期待をもたせるとともに，自分もやっ
てみたいという気持ちを喚起する。

3
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題材の評価規準例は，指導書指導解説編に掲載しています。
また，評価規準の作成については本書 p.10をご覧ください。

知識及び技能
知識
紙を切っていろいろな形をつくったり，教室を飾ったり
するときの感覚や行為を通して，いろいろな形や色など
に気付く。

思考力，判断力，表現力等
発想や構想
切った紙の形や色から感じたこと，想像したことから，
表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろ
いろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかに
ついて考える。

技能
紙，はさみ，のりなどに十分に慣れるとともに，手や体
全体の感覚などを働かせ，表したいことを基に表し方を
工夫して表す。

鑑賞
自分たちの作品や飾った様子などの造形的な面白さや楽
しさ，表したいこと，表し方などについて，感じ取った
り考えたりし，自分の見方や感じ方を広げる。

自分のイメージをもつこと
いろいろな形や色などを基に，自分のイメージをもつ。

学びに向かう力，人間性等
楽しく紙を切ってできるいろいろな形で，教室を飾る学
習活動に取り組み，つくりだす喜びを味わうとともに，
形や色などに関わり楽しい生活を創造しようとする。

教科書の❸では，思いがけずできた形，❻は長く伸びていく形，
❺は同じ形に気付いている。また❽は友人がつくった形を見てい
ろいろな形ができることに気付いている。

教科書の❷❹は，ゆっくりていねいに切ろうとしている姿勢や目
線に意欲が見られる。❸❽では自分や友人がつくった形の面白さ
を味わっている。❼は自分がつくった形に満足感を得ている。

教科書の❸や❻では，切って開いてできる形の面白さを味わって
いる。❽では，友人のつくった形の面白さにも気付いている。❶
❾では，飾った場所の楽しさを味わっている。

教科書の❹❺❻では，長く切る，重ねて切るなど様々な切り方を
工夫しながら，はさみの扱いに慣れている。❶や❾では，飾りの
並べ方や飾る場所などを工夫している。

教科書の❹❺❻では，様々な紙の使い方や切り方を思い付いてい
る。また，❶❾の飾りの形からも，直線や曲線，切る形や回数な
どを考えていることがうかがえ，思いに合った飾り方も考えている。
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　導入　15～30分 　振り返り　15分

指導の手立て

　  活動の後で

　展開　60～135分
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ちょきちょき かざり　　

自分たちのつくった飾りで，楽しい空間をつくることが
できたという効力感を味わえるようにする。学校行事な
どで校内を飾る機会もあるので，本題材の経験を生活の
中でも生かしたいという気持ちを育てたい。

　  キャラクター ちろたん
児童の個別の気付きに対して，折り方や切り方を工夫するこ
とで新しい形が生まれる楽しさを伝えている。

児童の
活動

・	紙を折ったり重ねたりして切ると
面白い形ができることを知り，活
動に関心をもつ。

・	紙の折り方や重ね方，色紙の選び方，切り取る大きさや形などを試し，生
まれる様々な形を存分に楽しむ。

・	教室や窓などをできたもので飾る。

・	飾った場所を鑑賞し，飾りを見て感
じた面白さや楽しさについて話す。

めあて 紙を折って切ってできる形の面
白さを知り，活動に関心をもつ。折り方や切り方，重ね方を工夫してつくり，教室を楽しく飾る。

飾りを飾った場所を見て，楽
しさや面白さを味わう。

教師の
言葉の例

・	紙を折って切って開くと，どんな
形ができるかな。

・	いろいろな折り方や切り方，重ね方を試そう。教室を楽しく飾ろう。
・	飾りがたくさんできてきたね。どこを飾ると楽しくなるかな。つくり足し
てもいいね。

・	飾ったら教室の感じが変わったね。
みんなのつくった飾りを見てみよう。

知識
・席を班の形にし，向かい合って活動しながら，飾りに
なるいろいろな形に気付けるようにする。

・12〜16色程度の色紙を色別に分けて用意し，色を選び
ながらいろいろな色に気付けるようにする。

技能
・紙やはさみを使うことに慣れ，いろいろな折り方や重
ね方，切り方を試したり，つくり直したりできるよう
に，十分な量の色紙を用意する。

・児童の表情に注目し，感じた手応えに称賛の声をかけ
たり，工夫したことを聞き取ったりする。

発想や構想
・活動を急がせず，試したり考えたりする時間を十分に
設ける。

・偶然生まれる形の面白さを伝えることで，いろいろな
折り方や切り方を試したいという意欲を引き出し，
やってみたいことを思い付けるようにする。

鑑賞
・班で向かい合って座る座席にして，活動途中の友人が
つくっている形に気付けるようにする。

・飾った場所の面白さや楽しさを感じ取ることができる
よう，飾った教室や廊下を見たり，感じ取ったことを
話したりする時間を確保する。

自分のイメージをもつこと
・「開いたら，お花みたい」といった児童のイメージに
関する発言を肯定的に受け止める。

学びに向かう力，人間性等
・色紙を切ったり，開いたりしたときの表情やつぶやき
を捉え，児童の言葉をなぞった共感的な言葉で返した
り，「つくった飾りでどこを飾ると楽しくなりそうか
な」と期待をもてる言葉をかけたりする。

　　 道徳との関連
Ｃ「よりよい学校生活，集団生活の充実」との関連が深い。
教室を楽しく飾ることで，自分たちの学校生活が楽しくなる
ことを感じることができるようにしたい。

4

7

8

9

6

5

 指導書デジタル教材 つくり方動画
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指
導
書
の
み
か
た
①

観点別の評価のポイントや， 指導の手立てを分かりやすく示しています。朱書編



◆評価の観点…�知�知識　　技�技能　　 思（発）�思考・判断・表現（発想や構想）　　 思（鑑）�思考・判断・表現（鑑賞）
※「主体的に学習に取り組む態度」は，児童が自ら，「知識及び技能」を獲得したり「思考力，判断力，表現力等」を身に付けたりするために， 
粘り強く取り組んだり学習を調整したりしている姿を，活動全体を通して評価する。

工
作
に
表
す

ちょきちょき かざり

62 63

時間
　　　　　　　　　●＝児童の主な活動

▼＝指導のポイント
◆＝評価する子どもの姿短 長

●�紙を折ったり重ねたりして切ると面白
い形ができることを知り，活動に関心
をもつ。

●�幼児期のはさみの経験を思い出すと
ともに，安全で適切な使い方を知る。

▼�教師が「紙を折る」「切る」「開いて，できた形を確かめ
る」という一連の流れをゆっくりと演示し，活動への意
欲を喚起する。

▼�安全で適切なはさみの使い方を演示する。
・��教師の手元が見えるよう近くに集める。
・��紙は，親指と他の指の先を合わせて持つよう伝え
る。
・��はさみを床に落としたままにしたり，刃の部分を持っ
たりしないよう伝える。

●�紙の折り方や重ね方，色紙の選び方，
切り取る大きさや形などを試し，生ま
れる様々な形を存分に楽しむ。

▼�児童の発想や工夫を見取ったり，はさみの扱い方など
を確認しながら，声をかけて回る。
・��指や体の感覚を働かせながら折ったり切ったりする
よう促す。
・��つくった形の面白さや手応えを感じている児童がい
たら，称賛の声をかけたり，工夫を聞き取ったりする。
・��面白い折り方や切り方を思い付いている児童を紹介
する。
・��児童の様子を見ながら，必要に応じて，教科書で紹
介していない折り方や切り方を紹介してもよい。

・��まずはいろいろな折り方・切り方を試し，できた形の
面白さを十分に味わうことを大切にし，児童の様子
を見て，教室を飾る活動に移るようにする。

◆�紙を折って切ってできるいろいろな形や色に気付いて
いる。知

想定される
児童の発言

●板で絵に表すのは，楽しそう

●自由に切っていいんだ

●磨くと木目がきれいに見える

よ

●もっと角をまるめよう

●面白い曲線でどんどん切ろう 教師の発問や提案思いのままに板を切ったり重ねたりして，でこぼこの画面を楽しもう。

導
入

15
分

導
入

30
分

紙を折って切って開くと，どんな形ができるかな。思いのままに板を切ったり重ねたりして，でこぼこの画面を楽しもう。

紙を折って切ってできる形の面白さを知り，活動に関心をもつ。めあて 1

•�楽しい形ができるね。
•�自分でもできるかな。

●板で絵に表すのは，楽しそう

●自由に切っていいんだ

●磨くと木目がきれいに見える

よ

●もっと角をまるめよう

●面白い曲線でどんどん切ろう

•�小さくチョキチョキする切り
方があったね。
•�大きくチョッキンの切り方も
あったな。

●板で絵に表すのは，楽しそう

●自由に切っていいんだ

●磨くと木目がきれいに見える

よ

●もっと角をまるめよう

●面白い曲線でどんどん切ろう

  実態に応じた時間の調整

•�はさみの扱いに不慣れな児童が多い場合は，基本的な使い方（切るときの姿勢，はさみの持ち
方，紙の持ち方，紙を動かして切ることなど）を指導する時間を十分に確保する。

展
開

60
分

展
開

135
分

いろいろな折り方や切り方，重ね方を試そう。教室を楽しく飾ろう。思いのままに板を切ったり重ねたりして，でこぼこの画面を楽しもう。

折り方や切り方，重ね方を工夫してつくり，教室を楽しく飾る。めあて 2

•�折る向きや回数を変えよう。
•�切るところや切る大きさに
よっていろいろな形になる
ね。
•�違う色の紙を重ねて切ると，
色違いの同じ形ができるよ。

●板で絵に表すのは，楽しそう

●自由に切っていいんだ

●磨くと木目がきれいに見える

よ

●もっと角をまるめよう

●面白い曲線でどんどん切ろう

時間
　　　　　　　　　●＝児童の主な活動

▼＝指導のポイント
◆＝評価する子どもの姿短 長

●�教室や窓などをできたもので飾る。
●�新たな飾りをつくり，飾る。

  実態に応じた時間の調整

•�児童は，「飾る」ことで新たにつくりたい形や色を思い付き，もっとつくりたいという意欲をもつ
ことが予想されるので，新しい飾りをつくる時間を十分に確保する。その際，つくっている児童
と飾っている児童が同時に教室にいる状態になるので，児童の動線や場の整頓などに配慮す
る。児童の実態によっては，飾りをつくる時間と飾る時間を完全に分けることも考えられる。

▼�教室や廊下など，身近な場所を飾るよう提案する。
・��児童が自分で飾れるよう配慮するが，児童の手が届
かない場所は，児童と相談の上教師が飾るようにす
る。
・��児童が自分で貼ることができるように，児童の手が
届く高さに紙テープをつるす。

・��窓に貼るときは，セロハンテープでそのまま貼る方
法と，輪にして貼る方法の両方を提示する。

◆�いろいろな折り方や切り方を試す中で，紙やはさみの
扱いに十分に慣れ，工夫して飾りをつくっている。技

◆�楽しく飾りながら，飾りたい飾りの形や色を思い付き，
様々な折り方や切り方を考えている。思（発）

●�飾った場所を鑑賞し，飾りを見て感じ
た面白さや楽しさについて話す。

▼�飾った場所を見たり触ったりして，飾りの面白さや楽し
さについて交流することを提案する。
・��つくりたかった形や，工夫したことを聞き取る。
・��友人のつくった飾りの形や色，飾り方などに着目す
るよう促す。触って確かめてもよいことを伝える。
・��可能であれば，飾った場所をしばらく保存し，楽しめ
るようにする。
・��教室以外の場所を飾ったり，季節や行事に合わせて
飾りをつくったりできることを伝え，今後の生活の中
でも生かせることに気付けるようにする。

◆�自分や友人のつくった飾りの形や色の面白さや，飾っ
た場所の楽しさなどを感じ取っている。思（鑑）

　　教科書の活用
●導入時にみんなで題材ページを見ることで，活動への関心や見通しをもつ。

●�いろいろな形ができることに気付けるように，題材ページの「つくりかた」を見ながら紙の折り方や切り方を説明

する。

●�「はさみを�つかって�かみを�きろう」（1・2上p.64）で，はさみの基本的な使い方について指導する。

想定される
児童の発言

●板で絵に表すのは，楽しそう

●自由に切っていいんだ

●磨くと木目がきれいに見える

よ

●もっと角をまるめよう

●面白い曲線でどんどん切ろう 教師の発問や提案思いのままに板を切ったり重ねたりして，でこぼこの画面を楽しもう。

展
開
（
続
き
）

展
開
（
続
き
）

飾りがたくさんできてきたね。どこを飾ると楽しくなるかな。つくり足してもいいね。思いのままに板を切ったり重ねたりして，でこぼこの画面を楽しもう。

•どこに飾るといいかな。
•�教室の入り口につるしても
いいかも。
•�掲示板に飾りたいな。先生に
相談しよう。
•�二つ重ねて貼るときれい。
•�飾りが足りなくなってきたな。
新しい形もつくろう。

●板で絵に表すのは，楽しそう

●自由に切っていいんだ

●磨くと木目がきれいに見える

よ

●もっと角をまるめよう

●面白い曲線でどんどん切ろう

振
り
返
り

15
分

振
り
返
り

15
分

飾ったら教室の感じが変わったね。みんなのつくった飾りを見てみよう。思いのままに板を切ったり重ねたりして，でこぼこの画面を楽しもう。

飾りや飾った場所を見て，楽しさや面白さを味わう。めあて 3

•�教室が楽しくなった。
•�窓がお花畑みたいだね。
•�入り口を通るとき，飾りが頭
や肩に触って気持ちいい。
•�ほかの学年の子にも，飾りを
見てほしいな。
•�夏には海の飾りをつくったら
楽しそう。

●板で絵に表すのは，楽しそう

●自由に切っていいんだ

●磨くと木目がきれいに見える

よ

●もっと角をまるめよう

●面白い曲線でどんどん切ろう
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指
導
書
の
み
か
た
②

分野ごとの指導のポイントや詳細な指導計画案を掲載しています。指導解説編

●❶

●❷

●❸

●❹
●❺

●❻

●❶２つのパター
ンの時間配分

●❹児童の発言例

●❷実態に応じた
時間の調整

●❺観点別の評価
ポイント

●❸発問や提案例

●❻教科書の活用

短時間と長時間，そ

れぞれの時間配分

を紹介しているの

で，フレキシブルに

指導計画を立てる

ことができます。

教師の発問に対応

する児童の発言例

を紹介しています。

具体的な授業をイ

メージするのに役

立ちます。

児童の実態から配

当時間を検討でき

るように，指導のポ

イントを示してい

ます。

どのタイミングで

どの観点を評価す

るのか，どういった

視点で評価するの

かを分かりやすく

示しています。

導入・展開・振り返

り、それぞれのタイ

ミングでの教師の

発問，提案例を載せ

ており，指導のポイ

ントが分かりやす

くなっています。

教科書活用のタイ

ミングと方法を明

記しているので，安

心して教科書の題

材に取り組めます。



10 11

材料の特徴・用具の安全な使い方・技法の手順など，図画工作で

使用する材料・用具の基礎から応用までを詳しく解説しています。

3 種類のカードを使って，アートゲームをすることができます。

解説冊子には，作品の詳しい情報や遊び方，学習指導案例などが

掲載されています。

指
導
書
の
み
か
た
③

準備から授業中まで。 指導書には使える資料が盛りだくさん。

材料・用具編

アート・カード，解説冊子

題材系統表

実践事例編

大判掲示資料編

材
料
や
場
所
を
基
に
し
て
活
動
す
る

材
料
や
用
具
に
触
れ
な
が
ら

思
い
付
い
た
こ
と
を
表
す

材
料
や
用
具
に
触
れ
な
が
ら

思
い
付
い
た
こ
と
を
表
す

体
全
体
を
働
か
せ
な
が
ら
活
動
す
る

感
じ
た
こ
と
、
想
像
し
た
こ
と
、
見
た
こ
と
か
ら
表
す

感
じ
た
こ
と
、
想
像
し
た
こ
と
、

見
た
こ
と
か
ら
表
す

版
に
表
す

版
に
表
す

版
に
表
す

飾
る
も
の
・
使
え
る
も
の
を
つ
く
る

遊
ぶ
も
の
・
仕
組
み
か
ら

思
い
付
い
た
も
の
を
つ
く
る

伝
え
合
う

も
の
を

つ
く
る

身
の
回
り
の
も
の
の

楽
し
さ
や

面
白
さ
・
よ
さ
を

感
じ
取
る

自
分
の
作
品
や
身
近
な

美
術
作
品
な
ど
の
よ
さ
や

面
白
さ
・
美
し
さ
を

感
じ
取
る

題材は，五つの分野で構成され，活動のねらい，発想のきっかけ，使用する材料や用具などを考慮し，発達の段階とともに

学びを深めることができるよう，系統的に配列されています。図版右肩の数字は授業時数の目安を示しています。「図画工作」題材系統表令和２年度版

5・6 下

Ａ 

表
現

3・4 上 3・4 下 5・6 上1・2 上 1・2 下

材
料
を
基
に
し
て

粘
土
で

粘
土
で

様
々
な

材
料
で

様
々
な

材
料
で

場
所
・
環
境
を
生
か
し
て

生
活
経
験
か
ら

表
す

日
常
生
活
で

か
き
た
め
た

こ
と
か
ら
表
す

想
像
し
た
こ
と
か
ら
表
す

物
語
な
ど
か
ら
感

じ
た
こ
と
、想
像
し

た
こ
と
か
ら
表
す

Ｂ 

鑑
賞

カラフル いろみず （p.28）

２
〜
４

いっぱい つかって なに しよう （p.38）

１
〜
２

すなや つちと なかよし （p.14）

１
〜
２

ぺったん コロコロ （p.24）

１
〜
２

ならべて ならべて （p.48）

１
〜
２

ひかりの プレゼント （p.10）

１
〜
２

しんぶんしと なかよし （p.18）

１
〜
２

だんボールに 入って みると！？ （p.44）

２
〜
４

つないで つるして （p.32）

１
〜
２

ぬのをつないで （p.12）

２
〜
４

ひもひもワールド （p.52）

２
〜
３

クミクミックス （p.40）

２
〜
４

「小さな自分」のお気に入り （p.30）

２
〜
４

光とかげから生まれる形 （p.38）

１
〜
６

ここにいたい （p.10）

２
〜
４

まどをのぞいて （p.46）

２
〜
３

ここをつつんだら （p.20）

２
〜
４

つなぐんぐん （p.24）

２
〜
４

あんなところがこんなところに見えてきた （p.10）

２
〜
６

光と場所のハーモニー （p.44）

２
〜
６

ここから見ると （p.12）

３
〜
６

自然を感じるすてきな場所で （p.22）

２
〜
４

思い出のあの場所に （p.44）

４
〜
８

かきたい もの なあに （p.10）

１
〜
２

みて みて あのね （p.20）

２
〜
６

のって みたいな いきたいな （p.46）

４
〜
６

おはなしから うまれたよ （p.34）

４
〜
６

うつした かたちから （p.58）

２
〜
６

とろとろえのぐで かく （p.22）

２
〜
４

おはなみ スケッチ （p.8）

２
〜
４

たのしかったよ ドキドキしたよ （p.26）

２
〜
６

ふしぎな たまご （p.16）

４
〜
６

ことばの かたち （p.40）

２
〜
６

たのしく うつして （p.52）

２
〜
６

絵のぐ＋水＋ふで＝いいかんじ！ （p.8）

１
〜
４

ペタパタひらくと （p.28）

２
〜
３

土でかく （p.48）

２
〜
４

わたしの６月の絵 （p.18）

４
〜
６

あの日あの時の気もち （p.24）

４
〜
８

ひらいて広がるふしぎなせかい （p.36）

４
〜
８

ことばから形・色 （p.42）

４
〜
８

いろいろうつして （p.54）

２
〜
６

絵の具でゆめもよう （p.8）

２
〜
６

光のさしこむ絵 （p.32）

３
〜
４

これでえがくと （p.40）

２
〜
６

わすれられない気持ち （p.26）

６
〜
８

まぼろしの花 （p.16）

３
〜
４

言葉から形・色 （p.44）

４
〜
８

ほってすって見つけて （p.54）

４
〜
８

絵の具スケッチ （p.8）

２
〜
４

心に残ったあの時 あの場所 （p.22）

2
〜
８

まだ見ぬ世界 （p.26）

２
〜
６

言葉から思いを広げて （p.46）

４
〜
８

ほり進めて刷り重ねて （p.50）

４
〜
８

墨と水から広がる世界 （p.10）

２
〜
４

感じて 考えて （p.30）

４
〜
６

わたしの大切な風景 （p.24）

２
〜
８

音のする絵 （p.20）

２
〜
４

言葉から想像を広げて （p.42）

４
〜
８

版で広がるわたしの思い （p.50）

４
〜
８

ひもひも ねんど （p.18）

１
〜
２

にぎにぎ ねん土 （p.12）

１
〜
２

切ってかき出しくっつけて （p.16）

２
〜
４

立ち上がれ！ ねん土 （p.14）

２
〜
４

わたしのいい形 （p.48）

２
〜
６

固まった形から （p.28）

４
〜
６

はこで つくったよ （p.44）

２
〜
４

くしゃくしゃ ぎゅっ （p.20）

２
〜
４

カラフルフレンド （p.10）

３
〜
４

ひみつのすみか （p.36）

４
〜
６

糸のこスイスイ （p.20）

４
〜
６

光の形 （p.14）

２
〜
４

くぎうちトントン （p.32）

２
〜
４

立ち上がれ！ ワイヤーアート （p.30）

４
〜
６

おもいでを かたちに （p.38）

２
〜
４

ねん土マイタウン （p.46）

２
〜
４

元気のおまもり （p.30）

４
〜
６

のぞいてみると （p.12）

４
〜
６

水の流れのように （p.40）

４
〜
８

ともだち ハウス （p.50）

４
〜
６

クリスタルアニマル （p.26）

４
〜
６

ようこそ！ ゆめのまちへ （p.48）

２
〜
５

ミラクル！ ミラーステージ （p.38）

５
〜
８

未来のわたし （p.48）

６
〜
８

ちょきちょき かざり （p.12）

２
〜
４

かざって なに いれよう （p.40）

１
〜
２

ひらひら ゆれて （p.32）

２
〜
４

わっかで へんしん （p.14）

２
〜
４

空きようきのへんしん （p.38）

４
〜
６

ギコギコ トントン クリエイター （p.18）

４
〜
６

おもしろだんボールボックス （p.28）

４
〜
６

使って楽しい焼き物 （p.24）

４
〜
６

おもしろ筆 （p.8）

２
〜
４

すてきな明かり （p.26）

４
〜
６

１まいの板から （p.32）

６
〜
８

おって たてたら （p.22）

２
〜
４

かみざら コロコロ （p.50）

２
〜
４

にょきにょき とびだせ （p.56）

２
〜
４

まどから こんにちは （p.24）

２
〜
６

音づくり フレンズ （p.30）

２
〜
６

わくわく おはなしゲーム （p.42）

４
〜
６

パタパタ ストロー （p.48）

２
〜
６

くるくるランド （p.14）

４
〜
６

ふき上がる風にのせて （p.20）

２
〜
４

ゴムゴムパワー （p.44）

４
〜
６

マグネットマジック （p.50）

４
〜
８

コロコロガーレ （p.12）

６
〜
８

ゴー！ ゴー！ ドリームカー （p.50）

４
〜
８

形が動く 絵が動く （p.18）

４
〜
６

わくわくプレイランド （p.42）

４
〜
８

くるくるクランク （p.16）

６
〜
８

カードでつたえる気持ち （p.42）

４
〜
６

伝え合いたい思い （p.52）

４
〜
８

ドリーム・プロジェクト （p.46）

４
〜
８

でこぼこ はっけん！ （p.42）

１
〜
２

すきまちゃんの すきな すきま （p.52）

２
〜
３

いろの 見えかた むげん大 （p.28）

２
〜
３

ともだち 見つけた！ （p.54）

１
〜
４

み近なしぜんの形・色 （p.22）

２
〜
５

色合いひびき合い （p.22）

１
〜
２

ポーズのひみつ （p.52）

１
〜
２

水から発見 ここきれい！ （p.28）

３
〜
４

カードを使って （p.16）

１
〜
４

この筆あと，どんな空？ （p.18）

２
〜
４

わたしの感じる和 （p.38）

１
〜
４

いろいろな かたちの かみから （p.30）

２
〜
４

やぶいた かたちから うまれたよ （p.16）

２
〜
４

ざいりょうから ひらめき （p.46）

４
〜
６

はさみの あーと （p.36）

２
〜
４

消してかく （p.40）

２
〜
６

でこぼこの絵 （p.32）

３
〜
８

心のもよう （p.14）

２
〜
４

いっしょに おさんぽ （p.54）

２
〜
４

ごちそう パーティー はじめよう！ （p.26）

２
〜
４

造
形
遊
び
を
す
る
活
動

絵
に
表
す
活
動

立
体
に
表
す
活
動

工
作
に
表
す
活
動

鑑
賞
す
る
活
動

▶作品カード　40枚×3セット
▶素材カード　10枚×3セット
▶言葉カード　10枚

A4判／168ページ
＊全学年共通

A3判ノビ　＊全学年共通

カードA6判／
冊子A5判56ページ
＊低・中・高学年別

写真提供：ユニフォトプレス

A1判／10枚
＊各学年別

A4判／48ページ
＊低・中・高学年別

116 日文 R2

図画工作 教師用指導書

材料・用具編

図
画
工
作 

教
師
用
指
導
書

　材
料
・
用
具
編

こんなときに
 用具の扱いに自信がない
 安全指導で何をどこまで伝えたらよいか知りたい
 �技法の指導の仕方を知りたい
 材料の選び方が分からない

こんなときに
 題材を選ぶ基準を考えたい
 バランスよく題材を選択したい
 �６年間の学びを見通したい

こんなときに
 用具との出会いの期待感を高めたい
 日常から，子どもたちの造形的な視点を養いたい
 �大きな図版で鑑賞の活動をしたい

こんなときに
 教科書以外の題材に取り組みたい
 ほかの先生がどのように題材を考えているのか知りたい

こんなときに
 鑑賞の学習をもっと楽しくしたい
 美術作品と楽しく出会わせたい
 �地域の美術館のアート・カードも活用したい

45

の
こ
ぎ
り

木
材
の
加
工

種類

片刃（胴付き・万能）のこぎり

横びき刃が付いているものが多いが，用途によって異なるものもある。刃が細かくのこ身が薄く，正確に切ることがで

きる。刃が切れなくなったら柄から取り外し，新しい刃をつけかえることが可能である。

両刃のこぎり

縦びき刃と横びき刃が付いており，切る木材の木目によって使い分ける。

主に木材の木目に沿った方向に切断する場合に使う。

目が粗い。

縦びき刃
主に木材の木目に対して直角方向に切断する場合に使う。

目が細かい。

横びき刃

のこぎりの刃には2種類あり，切る木材の目によって適切な刃を選択する必要がある。

縦びき刃と横びき刃の仕組み

木材を切るときに使用する用具である。切るものや用途によって様々な種類がある。小学校では片方に刃が付いている

片刃（万能）のこぎりを使用することが多い。

のこぎり

縦びき刃 横びき刃
木目に沿っ
て切るとき

木目に直角
に切るとき

刃元

刃先

柄縦びき

横びき のこ身

刃元

刃先

柄
横びき

のこ身
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両手持ちで行う。利き手で柄尻近くを，反対の手で柄頭

近くを握るように持つ。

持ち方

切るときの姿勢

大きい材料・材料が固定されている場合
片手持ちで行う。利き手で柄の中央よりやや柄尻近くを

握る。この場合，片手で材料をしっかりと押さえ，いすに

付いている止め板なども使って，ひいている最中に材料が

動かないようにする。

持ち方

切るときの姿勢

小さい材料・材料を手で押さえる場合

ナ _1

　のこぎりの刃は，一つ一つの刃先をのこ身の厚さの1.3

～ 1.8倍ほど外側に広げてある。これをあさりと呼ぶ。木

材を切るときはこの幅を意識するとよい。 

あさりについて

持ち方と姿勢

のこぎりの持ち方は，材料の大きさや状態などによって異なるため，適切な持ち方を選ぶ必要がある。

右利きの場合 左利きの場合

横びき刃のあさり

真上から見た様子

止め板

題材を分野・系統別に配列し，一覧できるように

しています。指導計画を立てる際に役立ちます。

材料の種類，用具の使い方，身近なものの鑑賞，美術作品な

どを A1 サイズの大判ポスターにしました。授業時に教室に

貼って指導に使ったり，図工室などに掲示して学びを深めた

りすることができます。

全国で実践された授業の事例を掲載しています。ほかの地域で

の実践や，いろいろな先生の考え方などを知ることができます。

・材料や身の回りのものの形や色をよく見てみよう。
・場所や空間の形や広さ，奥

おく

行きなどの特徴
ちょう

をさがしてみよう。

・材料を動かしながら，形や色のバランスを考えてみよう。
・動かして遊ぶものをつくる時は，動きを確かめながらつくろう。

・ いくつかのイメージを合体させると，
新しい発想につながるかも。
・ 形や色，質感などがことなる材料を
組み合わせると，どんな感じがするかな。

・ 見下ろす，見上げる，
づく，はなれる。
見る向きや位置を変えると，
見え方が変わるね。

・ 頭の中にあるイメージ
を，簡

かん

単な絵や言葉で
かき出してみよう。
・ まずは思い付くままに，
たくさんのアイデアを
出してみるのもいいね。

・ 学校や家，生活の中で見つ
けたすてきなものを集めよう。
・ ノートやスケッチブックにかい
たりはったりして，いつでも
見返せるようにしよう。
・ 図工の活動や作品を写真
などで記録するのもいいね。

・友だちがどんな発想や工夫をしているのか，見たり聞いたりしてみよう。
・教科書の作品や写真，図かんなどを参考にしてもいいね。

・ ずっと考え続けていると，
頭がつかれてしまいます。
深呼

こ

吸
きゅう

したり，周りを見
わたしたりして，心と体を
リラックスさせてみよう。

表したいことや，してみたいことが
思いうかばないときは，ひらめきの術を試してみよう。

新しいアイデアを思いつくかも。

・材料や身の回りのものの形や色をよく見てみよう。
ちょう

形や色に注目する1
3

4

8

7

6

2 手を動かしながら考える

5 アイデアスケッチをする
見る視

し

点を変える

複数のものを
組み合わせる

「いいな」と感じたものを
集めて保存

ぞ ん

する

友だちの活動や
作品を参考にする

少し
休けいする

試してみよう！

5・6下
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サーバ版、配信版のサポートも充実！

学校の PC で DVD の再生ができない場合のために、「ファイルサーバ版」「web サーバ版」

※１「配信版」※２をご用意しております。タブレットでもご使用いただくことが可能

です。

指導書をご購入いただいている学校様は，右の QR コードからお申し込みいただけます。

●❶

●❷

●❸

●❹
 
 
 

だいざい名
 

年 組 名前

 

活どうをおえて
◎◎ ○○ △△ ××

活どうを通して，形や色などのかんじを見つけることができた。
◎◎  

ざいりょうや用ぐを生かして，あらわし方をくふうしてあらわすことができた。 ○○ 

あらわしたいものを思いついたり，どのようにあらわすか考えたりすることができた。 ◎◎ 

自分や友だちの作ひんのよさやおもしろさについて，かんじたり考えたりすることができた。 △△ 
楽しんで活どうに取り組むことができた。

◎◎ 

 
 

◆作ひんタイトル

◆あらわしながら考えたこと
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆自分の作ひんの見てほしいところ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図画工作のめあて

見つけたり，くふうしたりする

かんじたり，考えたりする

活どうの中で，楽しむ

活どうをおえて考えたこと

絵絵ののぐぐ＋＋水水＋＋ふふでで＝＝いいいいかかんんじじ！！ 
２２ 

すすがが  ここううささくく 

へへびびのの体体のの色色ととももよよううはは，，ぼぼううけけんんししてていいるるととききのの気気分分ででかかわわりりまますす。。ここわわいいばばししょょををぼぼううけけんんししてていいるるととききのの色色はは，，いいろろいいろろたためめししててすすごごいい色色ををつつくくっったたののでで，，見見ててほほししいいでですす。。 

カカララフフルル  へへびびのの  ぼぼううけけんん 

水水ををたたくくささんんつつかかっっててかかいいたたらら，，せせんんがが長長くくななっっててへへびびにに見見ええたたののでで，，いいろろいいろろなな色色ででカカララフフルルななへへびびををかかききままししたた。。いいろろいいろろななばばししょょををぼぼううけけんんししてていいまますす。。 

へへびびののぼぼううけけんんののおおははななししをを本本ににししてて見見せせたたいいとと思思っったた。。 

 
 
 

だいざい名

 

年   組 名前

 

月／日
今日の
気もち
マーク

ひとこと
かんじたこと，なや

んでいること

がんばったこと，で
きたこと

つぎの時間にしたい
こと，

楽しみたいこと

   

 

   
 

   
 

   
 

 

図画工作のめあて

見つけたり，くふう
したりする

かんじたり，考えた
りする

活どうの中で，楽し
む

★友だちの活どうや
作ひんのよいところ

４ 

４ 

17 

24 

4/24 花子さんが
２色どうじに

かくわざを見
つけていて，

すごかった。
 

絵絵ののぐぐ＋＋水水＋＋
ふふでで＝＝いいいいかか

んんじじ！！ 

２２ すすがが  ここううささくく 

※１「ファイルサーバ版」「web サーバ版」は学校や自治体のサーバにデータを置いていただき，イントラネットでアクセスいただくものです。
※２「配信版」は弊社のサーバにアクセスしてご使用いただくものです。使用にあたっては，学校から外部サーバへのアクセスが認められている必要があります。また通信会社との契約内容

によっては通信料がかかる場合がございますのでお気を付けください。

指
導
書
の
み
か
た
④

より分かりやすく楽しい授業をお手伝い。指導者用デジタル教材

●❶導入コンテンツ

●❷使い方動画

●❸学習のめあての拡大表示

●❺ワークシート

●❹紙面PDF

動画やスライドの導入コンテンツを使え

ば，子どもたちの学びの意欲が高まり，

発想が広がります。

のべ 200 本以上の材料・用具の使い方動画を搭載。

題材ページからだけでなく，一覧から必要な材料や

用具の使い方を選んで見せることもできます。

学習のめあてを拡大表示できます。めあてを

板書しなくても，いつでも子どもたちと確認

できます。

ワークシートと作品カードを PDF と Word

ファイルでご用意しました。データを子どもに

配布したり，プリントアウトして使用できます。

紙面を簡単に拡大表示できるので，必要なと

ころだけ見せることができます。

「指導者用デジタル教材」は指導

書に同梱されています。

こんなときに
 事前に導入について確認しておきたい
 導入に自信がない
 �子どもたちと対話しながら導入したい

こんなときに
 大きな画面で演示したい
 用具の扱いに自信がない
 �個別に指導を行いたい

こんなときに
 めあてを板書せずに子どもたちと共有したい
 子どもたちに常にめあてを意識させたい

こんなときに
 子どもの視線を集中させたい
 教科書紙面で導入をしたい

こんなときに
 振り返りを充実させたい
 子どもたちの思いを評価に反映させたい
 �教育支援システムと連携したい

長方形

https://www.nichibun-g.co.jp/textbooks/zuko/shidousho/


14 15

全国の子どもたちの作品をたくさん公開しています。随時更新中！

冊子には掲載できなかったたくさんのお悩みをご紹介。お悩みも募集中です！

教科書の使い方，評価規準のつくり方もこれでばっちり！

先生のためになる，図工に関するいろいろな動画を紹介します。

日文の図画工作教育専門サイト「図工のみかた」でもいろいろな情報を紹介しています。

東京都図工専科教諭の鈴木陽子先生
が語る、いつもの図工室での子ども
たちの学びの姿。

群馬大学市川寛也先生と一緒に，ま
ちの中にある図工を探しにでかけま
しょう。

ソニー・グローバルエデュケーショ
ン清水輝大さんが，図工の視点でプ
ログラミング教育を語ります。

形 -forme-
60 年以上にわたり日本

の図工教育に寄り添って

きた，日文の機関誌です。

図工のお悩み相談室
日々の指導でのちょっと

したお悩みを著者の先生

と一緒に考えましょう。

ABCシリーズ
図工教育から子育てまで，北海

道の阿部宏行先生が，マンガで

分かりやすくお伝えします。

図工のみかた
著者の先生が，図工への熱い

思いと新しい学習指導要領に

ついて語ります。

資
料
の
ご
案
内

よりよい図工の学びをサポートするために， 日文では様々な資料をご用意しています。 日文のサイトにもたくさんの情報があります。

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/forme/
https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/abc-series/
https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/e-other/
https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/zuko-mikata/
https://www.nichibun-g.co.jp/textbooks/zuko/gallery/
https://www.nichibun-g.co.jp/textbooks/r2_faq/zuko/faq/
https://www.nichibun-g.co.jp/data/web-magazine/zuko_tbs/
https://www.nichibun-g.co.jp/textbooks/zuko/channel/mikata/
https://www.zukonomikata-nichibun.net



